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在宅でのお薬に関するご相談は、私たちへ

ご相談は、在宅相談担当または各店舗へご連絡ください。

在宅相談担当が初回のご相談を承り、総勢9名の訪問薬剤管理チームで情報を共有して対応します。

がん治療中の方の服薬相談、副作用への不安、在宅でのお薬管理についてもご相談ください。

このような場面でご相談ください

私たちは、

お薬をお渡しして終わりとは考えていません。

在宅相談担当

遠藤利栄

携帯：080・8546・8711

山下美代子

携帯：090・6847・3934

田代有香

携帯：090・1443・3523

退院が決まり、

在宅でのお薬の管理に

不安があるとき

お薬の整理、退院後の

初回訪問、服薬管理に

ついてご相談ください。

施設の運用に沿って、

薬の受け渡しや服薬管理

の流れを整理します。

施設入居にあわせて、

薬の受け渡しや

管理方法を整えたいとき

お薬の使用状況や

管理方法を確認し、

必要に応じて関係職種へ

状況を伝えます。

処方変更後、

療養現場で体調の

変化が見られるとき

眠気、ふらつき、食欲低下、

便通や痛みの変化などを、

お薬の使用状況とあわせて

確認します。

残薬や飲み忘れが増え、

お薬の管理に

不安があるとき

医療用麻薬・輸液・PCAポンプを使用する患者様の薬剤管理についてもご相談ください。

クリーンベンチを備えた体制のもと、処方内容・患者様の状態・訪問体制を確認しながら、

必要な薬剤管理や対応方法を検討します。

専門的な在宅薬剤管理にも対応できる体制を整えています

お渡ししたお薬が、療養の場で処方内容に沿って使用されているか、飲み忘れや重複服用が生じていないか。

ご本人やお薬の管理を支える方に、過度な負担が生じていないかを確認します。

確認した内容は、医療・介護の次の対応につながる情報として、関係職種と共有します。
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定期訪問に加え、処方変更後の経過確認、残薬確認、体調変化に関する相談にも対応でき

るよう、訪問体制を整えています。

患者様の経過を継続して確認できる距離を大切にし、対応エリアを設定しています。

サンワ調剤薬局の訪問薬剤管理体制

生活は途切れません。

訪問やサービスの合間にも、変化は起こります。

対応の質を保てる

距離を大切にする

経緯と確認内容を

チームで引き継ぐ

博多南店・大橋店・竹下店を起点に、各店舗からおおむね半径5kmを目安として、

福岡市南区・春日市・大野城市・那珂川市を中心に訪問体制を整えています。

※対応の可否は、訪問先の所在地、処方内容、訪問状況等により個別に確認いたします。

療養現場の変化を、

支援に活かせる情報へ変える

弥永・JR博多南駅方面

対応エリア・店舗情報

西鉄大橋駅周辺 JR竹下駅周辺

必要な情報を

滞らせず届ける

訪問薬剤管理チームが、患者様の経過、処方変更、残薬、お薬の使用状況を共有します。

担当者個人に依存せず、これまでの経緯や確認内容、次に必要な対応を引き継ぎながら、

チームで継続して対応します。

訪問時には、お薬の使用状況、残薬、体調や生活の変化を確認します。

お薬に直接関わる変化だけでなく、ご本人や支える方の負担も含めて捉え、

確認した変化を、関係職種が次の対応に活かしやすい情報に整理して共有します。

②大橋店

事業所番号：4041243165

〒815-0033

福岡市南区大橋2丁目2-17-1F

TEL：092・557・1233

FAX：092・557・1230

かかりつけ電話：090・2390・2612

oohashi@sanwapharmacy.co.jp

③竹下店

事業所番号：4040345326

〒812-0895

福岡市博多区竹下2丁目4-33

TEL：092・432・1025

FAX：092・432・1026

かかりつけ電話：090・1443・3515

takeshita@sanwapharmacy.co.jp

MCS、LINE WORKS等を活用し、訪問時や処方変更時、関係職種とのやり取りの中で

把握した情報を、必要な相手に届く形で伝えます。

緊急性や相手先の運用に応じて、電話・FAXも併用し、情報が滞らないよう連携します。

①博多南店

事業所番号：4041242019

〒811-1323

福岡市南区弥永4丁目2-3

TEL：092・583・6858

FAX：092・583・6850

かかりつけ電話：090・1443・3536

hakataminami@sanwapharmacy.co.jp

在宅療養では、医療・介護の支援は、職種や時間帯ごとに分かれて行われます。

その合間にも、患者様の生活は続いています。

専門的な知識・研修経験を持つ薬剤師が在籍

・外来がん治療認定薬剤師 ・日本在宅薬学会バイタルサイン講習会修了薬剤師

訪問時には、お薬の使用状況に加え、眠気、ふらつき、食欲、便通、痛みなどの変化を確認します。

必要に応じて血圧、脈拍、体温等も確認し、把握した状況を医師、訪問看護師、介護支援専門員などの関係職種と共有します。

『ハートページ福岡市版 2026年版』35ページ掲載


